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通常管理

耕種的防除③
折損部の整形、剪定枝の適正処理（焼却処分）
剪定量のコントロール

（強樹勢化防止と薬剤到達性の両立）
薬剤防除④（ゆ合促進含）
腐らん病：塗布剤の早期徹底処理

（ﾄｯﾌﾟｼﾞﾝMﾍﾟｰｽﾄ、ﾊﾞｯﾁﾚｰﾄから選択する）

耕種的防除①
徹底した着果管理と樹勢維持に向けた肥培管理を行う
薬剤防除②
腐らん病（休眠期防除）
ﾄｯﾌﾟｼﾞﾝM水和剤 1,000倍、ﾍﾞﾝﾚｰﾄ水和剤 2,000倍、
石灰硫黄合剤 10倍から選択
キクイムシ類（カミキリムシ類との同時防除）
ｶﾞｯﾄｷﾗｰ乳剤 50～100倍、ﾄﾗｻｲﾄﾞA乳剤 200倍、
ﾗﾋﾞｷﾗｰ乳剤 200倍等から選択する

薬剤防除
（開花直前）を

徹底する

通常管理

消
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が
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れ
て
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る

復旧が
可能である

はい いいえ

休
眠
期
防
除
が
で
き
る

リンゴハダニ
（芽出10日後まで）
薬剤防除⑨参照し、
各100倍で散布

耕種的防除⑧
園地の乾燥促進と根生え(ﾋｺﾊﾞｴ)の処理（モニリア病）
粗皮削り（ナミハダニ）
薬剤防除⑨
腐らん病：（薬剤防除②参照）
リンゴハダニ：ｻﾏｰﾏｼﾝ97、ｽﾌﾟﾚｰｵｲﾙ、ﾄﾓﾉｰﾙS、

ﾊｰﾍﾞｽﾄｵｲﾙ 50倍から選択する

リンゴ園における防除の進め方

モニリア病
（芽出10日後）

ﾊﾟｽﾎﾟｰﾄ顆粒水和剤
1,000倍

ﾍﾞﾌﾗﾝ液剤 1,000倍
ｽﾄﾗｲﾄﾞ顆粒水和剤

1,500倍
から選択する

リンゴハダニ：（落花後） ｵｻﾀﾞﾝﾌﾛｱﾌﾞﾙ 2,000倍

防
除
は

開
花
直
前
か
ら

防
除
は

芽
出
し
10

日
前
か
ら

耕種的防除⑤
根生え(ﾋｺﾊﾞｴ)

の処理

耕種的防除⑥：発病部位の摘み取り処分
薬剤防除⑦：モニリア病の発生状況に応じた防除を行う
葉ぐされが多い場合

(早期に)ﾄｯﾌﾟｼﾞﾝM水和剤1,000倍＋展着剤ﾆｰｽﾞ1,000倍
(中心花満開期) ﾄｯﾌﾟｼﾞﾝM水和剤 1,000倍
(落花直後)         ｱﾝﾋﾞﾙﾌﾛｱﾌﾞﾙ1,000倍､

ｽｺｱ顆粒水和剤3,000倍から選択する
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伐
採

通常管理

耕種的防除①

樹勢安定に向けた肥培管理
棚面を明るく保つ剪定の実施

耕種的防除①②④⑥参照
薬剤防除⑦（休眠期防除）
黒とう病、晩腐病

ﾃﾞﾗﾝﾌﾛｱﾌﾞﾙ、ﾍﾞﾝﾚｰﾄ水和剤、ﾍﾞﾝﾚｰﾄT水和剤20 各200
倍、ﾊﾟｽﾎﾟｰﾄﾌﾛｱﾌﾞﾙ、ﾍﾞﾌﾗﾝ液剤 各250倍から選択
ブドウトラカミキリ
ｶﾞｯﾄｷﾗｰ乳剤 100倍、ﾄﾗｻｲﾄﾞA乳剤 200倍、

ﾗﾋﾞｷﾗｰ乳剤 200倍、ｻｯﾁｭｰｺｰﾄS 100倍から選択する

復
旧
が
可
能
で
あ
る

はい いいえ

休
眠
期
防
除
が
可
能
で
あ
る

ブドウ園における防除の進め方

耕種的防除②
前年の被害部位の除去
薬剤防除③（ 5月中下旬）

発生がみられたら、ﾏﾈｰｼﾞDF 6,000倍、ｲﾝﾀﾞｰﾌﾛｱﾌﾞﾙ
8,000倍から選択し、主剤に加用し散布する

黒とう病
対策

晩腐病
対策

耕種的防除④
徹底した巻きひげや成り跡の除去
発病花穂を摘み取り焼却処分する
7月中旬までに袋掛け、笠掛けを行う
薬剤防除⑤（ 房によく付着するように）：

5月中旬 ：ﾋﾞｽﾀﾞｲｾﾝ水和剤 1,000倍
6月上～中下旬：ｼﾞﾏﾝﾀﾞｲｾﾝ水和剤 1,000倍

今年度、当該ほ場での生産を行う場
合、棚や樹の立直し前でも、必ず手散
布で休眠期防除を実施する。

特に晩腐病は成熟期の防除は困難で
あるため。

枝幹害
虫対策

耕種的防除⑥
枝幹害虫は見つけ次第、捕殺する
剪定枝は放置せず、直ちに焼却処分する
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耕種的防除①
剪定後の切り口にはトップジンMペーストまたはバッチレートを
必ず塗布する。
その他は通常管理とする

耕種的防除④
枝幹害虫は見つけ次第、捕殺する

薬剤防除⑤（休眠期防除）
コスカシバ（同時防除でキクイムシ類）

休眠期：ガットキラー乳剤 100倍、サッチューコートS 各100倍､
トラサイドA乳剤､ラビキラー乳剤 各200倍から選択する

生育期：ガットサイドS 1.5倍を樹幹部及び主枝に塗布する

復
旧
が
可
能
で
あ
る

はい いいえ

モモ園における防除の進め方

縮葉病対策

耕種的防除②
翌年の伝染源を少なくするために、発病葉を摘み取り、焼却処

分する

薬剤防除③
発芽前まで
キノンドー水和剤40､チオノックフロアブル､トレノックスフロアブル

各500倍等から選択する

発芽直後（発芽直前散布が間に合わなかった場合は直ちに）
チオノックフロアブル､トレノックスフロアブル 500倍から選択する

樹の立直しや剪定前でも、園地内の通路
等を確保して、必ず休眠期防除を実施する。

縮葉病の防除期は発芽期しかない

必
ず
休
眠
期
防
除
を
実
施
す
る

枝幹害虫対策
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耕種的防除①参照
薬剤防除
開花前の防除を徹底する（灰星病）
ビスダイセン水和剤､オーソサイド水和剤80 800倍､
ベルクート水和剤1,000倍等から選択する

復
旧
が
可
能
で
あ
る

はい いいえ

オウトウ園における防除の進め方

コスカシバ対策

耕種的防除②
剪定枝を放置せず、速やかに焼却処分する
剪定量のコントロールと適正な着果管理、肥培管理による樹勢

の低下を防止する
園地巡回による徹底した捕殺を行う

薬剤防除③（休眠期）
ガットキラー乳剤 100倍、トラサイドA乳剤､
ラビキラー乳剤 各200倍から選択する

休
眠
期
防
除
が
可
能

灰星病対策

耕種的防除④
枯れ枝やミイラ果（被害果）を除去する
園地清掃後に耕起し、開花期までに消石灰または苦土石灰を

100kg/10a散布し、再度耕起する

耕種的防除①
剪定後の切り口にはトップジンMペーストまたはバッチレートを
必ず塗布する
その他は通常管理とする
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